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長期再解析では、長期間にわたって高品質かつ均質なデータセットを作成するため、
最新かつ解析期間中一貫した解析システムを用いる。利用する観測データは、過去

の現業数値予報で使用された観測データのほか、遅延入手したものや過去の紙で記
録されたデータをデジタル化したものなどを可能な限り収集し、また衛星観測データ等
については再処理されたより高品質なデータを可能な限り利用する。 このような作業

により、過去数十年間にわたる均質・高品質な各種物理量を含むデータセットを提供す
ることが可能となる。

全球長期再解析は、欧州や米国などの世界の主要な国々で実施され、気候変動や

異常気象の監視及び研究、季節予報、防災対策、再生可能エネルギーの用地選定や
見積りといった経済活動等、幅広く活用されている。日本における全球長期再解析は、
2006年に気象庁と電力中央研究所が共同で、約25年間の全球長期再解析（JRA-25）を
最初に実施したのが始まりである。その後、2013年には気象庁がJRA-25の後継として
約55年間の気象庁第2次長期再解析（JRA-55）を実施した。そして、2022年に最新のデ
ータ同化システムを用いて解析精度を向上し、期間も約75年間に拡張した新たな気象
庁第3次長期再解析（JRA-3Q:Japan Re-Analysis 3 quarters of the century）の計算を完
了し、現在JRA-55からJRA-3Qに移行を進めている。

全球長期再解析を防災対策や経済活動で活用するためには、水平分解能が粗いこ
とが問題である。このため、JRA-55では非静力学メソ数値予報モデルを用いて日本周
辺の解像度を5kmに高める力学的領域ダウンスケーリングを実施した。しかし、力学的

領域ダウンスケーリングでは、観測データを同化しないため、実際の現象と時間的・空
間的なずれが生じる。このため、JRA-3Qでは精度を高めるべく、2021年9月に東京大学
と共同で、メソ同化システムを用いて日本周辺の解像度を5kmに高める研究が推進さ
れている。
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カスリーン台風（カスリン台風やキャサリン台風とも呼ばれる）は、第二次世界大戦後
間もない1947年（昭和22年）9月に日本に接近し、関東地方や東北地方に甚大な被害

をもたらした台風で、同地方における国土防災（堤防の設計等）の基準として重視され
ているものである。再解析では、時代を溯るほど利用可能な観測データ（特にデジタル
化されたデータ）が少なくなるため、解析の精度が低下し、実際の現象を精度良く再現
することは困難になる。このため、1948年頃が再解析の限界とされていたが、気象庁
第3次長期再解析（JRA-3Q）では、紙で記録された観測データのデジタル化による拡充
や背景誤差分散などの調整を行い、1947年9月のカスリーン台風まで精度良く再現す
ることに成功した。JRA-3Qでは、この様に第二次世界大戦後の顕著な災害が数多く再
現されたことにより、国土防災にも活用可能なデータセットとなっている。
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全球再解析の精度評価は、全球数値予報モデルによる2日予報を行い、その平方根
平均二乗誤差（RMSE）を比較することで実施している。JRA-25、JRA-55、JRA-3Qの精度
を比較すると、再解析の精度が向上していることが分かる。南半球では1960年代以前
のRMSEが小さくなるが、これは観測データが極めて少なくデータ同化による変化が小
さいなることで、予報値と解析値の差が小さくなるためである。Operationsは、その時代

の現業数値予報システムによる精度を示しているが、再解析では最新のデータ同化シ
ステムを用いて過去に遡った解析を行うことで、大幅に精度を向上していることが分か
る。つまり、過去の精度良い解析値を得るためには、最新のデータ同化システムを用
いて再解析を実施することが必要であることが分かる。
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